
に
は
旨
味
成
分
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
、
香
り

の
成
分
の
レ
ン
チ
オ
ニ
ン
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

三
次
機
能
と
し
て
は
、
他
の
食
材
と
比

べ
て
多
彩
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
で
す
。
消
費
者
庁
に
よ
る
栄

養
機
能
食
品
制
度
の
規
格
基
準
で
は
、『
腸

管
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
を
促
進
し
、
骨

の
形
成
を
助
け
る
栄
養
素
』
と
し
て
い
ま

す
。
二
つ
目
は
エ
リ
タ
デ
ニ
ン
で
す
。
こ

れ
は
、
血
漿
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
低
下
さ

せ
る
成
分
と
し
て
分
離
さ
れ
ま
し
た
。
三

つ
目
は
レ
ン
チ
ナ
ン
で
す
。
レ
ン
チ
ナ
ン

は
キ
ノ
コ
の
多
糖
類
の
一
種
（
β-

グ
ル

カ
ン
）
で
あ
り
、
免
疫
機
能
に
関
与
し
て

癌
細
胞
の
増
殖
を
抑
制
し
ま
す
。
四
つ
目

は
香
り
成
分
の
レ
ン
チ
オ
ニ
ン
で
す
。
こ

の
成
分
は
微
量
で
料
理
の
風
味
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
血
小
板
凝
集
抑
制
作
用

も
あ
り
、
血
栓
症
治
療
へ
の
応
用
が
模
索

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
シ
イ
タ
ケ
は
料
理
を
お

い
し
く
す
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
の

一
次
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。
他
の
食
材
と

シ
イ
タ
ケ
を
組
み
合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
生
活
を
実
行
す
れ
ば
健
康
な
毎
日

を
過
ご
せ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

学
術
顧
問　

笠
原　

義
正

枸杞（クコ）の実

　

食
材
に
は
三
つ
の
機

能
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
次
機
能
は
栄

養
機
能
で
、
人
が
生
命

を
維
持
す
る
た
め
の
機

能
の
こ
と
で
す
。
二
次

機
能
は
お
い
し
さ
で

す
。
人
々
は
食
生
活
が

豊
か
に
な
る
に
従
っ
て
味
や
香
り
を
大
切

な
も
の
と
し
て
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

三
次
機
能
は
病
気
の
予
防
や
健
康
保
持
増

進
に
つ
な
が
る
生
体
調
節
機
能
で
す
。
シ

イ
タ
ケ
は
こ
れ
ら
三
つ
の
機
能
が
し
っ
か

り
入
っ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
食
材
で
す
。

　

ま
ず
、
一
次
機
能
の
栄
養
に
つ
い
て
で

す
。
シ
イ
タ
ケ
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
ナ
イ

ア
シ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
が
多
く
、
カ
ロ
リ
ー

は
低
め
で
す
。

　

二
次
機
能
の
お
い
し
さ
（
嗜
好
）
は
、

旨
味
成
分
の
グ
ア
ニ
ル
酸
に
起
因
し
ま
す
。

昔
か
ら
シ
イ
タ
ケ
の
出
し
汁
を
取
る
に
は

乾
シ
イ
タ
ケ
を
冷
水
で
一
晩
戻
し
ま
す
。

そ
の
後
に
、
戻
し
た
汁
を
用
い
、
熱
を
か

け
て
調
理
す
る
と
グ
ア
ニ
ル
酸
が
増
え
お

い
し
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
シ
イ
タ
ケ
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vol.8

（平成 30年 10 月）





くるみ　～萬屋薬局すこやかナビ～　第８号（平成 30 年 10 月）

健康増進センターめぐみ



くるみ　～萬屋薬局すこやかナビ～　第 8号（平成 30 年 10 月）

　陳皮はウンシュウミカン（温州みかん）の果皮を乾燥したもので、芳香性健胃薬として食

欲増進を目的とした漢方処方や制吐、鎮咳、去痰の効果を期待した処方に配合されています。

民間薬としては、風邪の時の咳止め、のどの痛み、手足の荒れに用い、みかん風呂などにも

応用されます。この陳皮は、漢方では古ければ古いほど良いとされ、陳いという意味で陳皮

と呼ばれています。香りの成分としてｄーリモネンやリナロールなどが含まれ、抗炎症作用が期待できるフラボノイ

ドのヘスペリジン、ナリンギン、ノビレチンなども含有されています。

　最近は健康に良い作用の基礎研究がたくさん行われており、血圧を下げること、炎症を鎮めること、コラーゲンの

合成を促進すること、高コレステロール血症の予防になることなどが分かってきました。コラーゲンの合成を促進す

れば、お肌にも良く、美容と健康の維持にはもってこいです。

　動物実験からは陳皮の成分のヘスペリジンやシネフリンが身体によい効果を示すことが確かめられ、炎症を鎮めた

り、血管を強くしたり、気管支を弛緩させる作用があることが分かっています。ヘスペリジンという成分は、ミカン

の皮の内側の白い部分に多く含まれていますので、果肉を食べた後の皮は、砂糖煮やマーマレード、ゼリーにして用

いれば体にも良く、美味しさも満喫できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   学術顧問　笠原　義正

ふる
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　最近はテレビや新聞などで、頻繁に出てくる言葉ですので、多くの方は聞き慣れていると思います。

「ジェネリック医薬品」とはどういうもので、なぜ推奨されるのでしょうか。

　新たに開発される薬（新薬）は、開発に膨大な時間と経費がかかるため特許期間が設けられ、開発したメーカーが独

占的に製造販売する権利を持ちます。一定の年数が経過し、特許期間が終了すると他のメーカーでも同じ成分の薬を製

造することができるようになります。これがジェネリック医薬品（後発医薬品）といわれるものです。

その製造にあたっては、メーカーが試験を行い、有効性と安全性が新薬と同等と認められたものだけを国が承認します。

　ジェネリック医薬品は、有効成分は新薬と同じですが、薬の大きさ、味、においなどを改良し、新薬より飲みやすく

工夫したものも少なくありません。

　ジェネリック医薬品の価格は、開発費用が低く抑えられる分、新薬よりも 3 割～ 6 割程度安くなりますので、患者さ

んの経済的負担の軽減につながります。

　また、ジェネリック医薬品の使用促進により増え続ける国民医療費の削減が図られるため、公的医療保険を将来にわ

たって維持していくうえで重要な取組みとして推進されてい

るのです。

　ジェネリック医薬品についてご不明な点は、いつでも薬剤

師にお問い合せください。また、ジェネリック医薬品への変

更調剤を希望される場合も、遠慮なくお申し出ください。

　ジェネリック医薬品のご使用に皆様のご理解とご協力をお

願いいたします。

✂

山形県の献血者数（2018年度実績：2018年8月末まで）

11,441人400mL 437人200mL 3,957人成分 15,835人合計

2018年度採血計画

38,851人

【献血ルームご案内】   山形駅前出張所  献血ルーム SAKURAMBO　 山形市香澄町2-2-36 山形センタービル5階　電話：フリーダイヤル 0120-107-093

※厚生労働省の資料より作成


